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(57)【要約】
【課題】雑草が長い地下茎又は直根を有する場合であっ
ても、これを軽い力で容易かつ効果的に引き抜くことが
できる草取り機を提供する。
【解決手段】地面に突き刺し可能な突き刺し刃６を有す
る草取り工具２と、前記草取り工具２を前後方向に往復
動させるように駆動する駆動機構３を有する草取り機本
体４とを備え、前記草取り工具２が、前記草取り機本体
４から前方側に延びる柄部５を有し、前記突き刺し刃６
が当該柄部５の前端から下方に向けて突設されたもので
ある。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地面に突き刺し可能な突き刺し刃を有する草取り工具と、
　前記草取り工具を前後方向に往復動させるように駆動する駆動機構を有する草取り機本
体とを備え、
　前記草取り工具が、前記草取り機本体から前方側に延びる柄部を有し、
　前記突き刺し刃が当該柄部の前端から下方に向けて突設されている草取り機。
【請求項２】
　前記草取り工具の柄部と、前記突き刺し刃とのなす角度が、３０°～９０°の範囲内の
鋭角に設定されている請求項１記載の草取り機。
【請求項３】
　前記駆動機構は、前記草取り工具の柄部が着脱可能に取り付けられる固定部を有してい
る請求項１又は２記載の草取り機。
【請求項４】
　前記草取り機本体は、本体ケースと、その上部に設けられた操作ハンドルとを有してい
る請求項１～３のいずれか１項に記載の草取り機。
【請求項５】
　当該操作ハンドルは、前記本体ケースの前部上面から上方側に延びる起立部と、当該起
立部の上端から湾曲しつつ後部下方側に延びる円弧状部とを有している請求項４項記載の
草取り機。
【請求項６】
　前記操作ハンドルは、前記起立部の上端から前方側に延びる補助グリップを有している
請求項４又は５記載の草取り機。
【請求項７】
　前記駆動機構は、電動モータと、当該電動モータに駆動電力を供給する電池とを有し、
　前記操作ハンドルの起立部内に前記電池が配設されている請求項５又は６記載の草取り
機。
【請求項８】
　前記操作ハンドルの円弧状部を着脱可能に抱持する抱持部と、当該抱持部から上方側に
延びる延長ポールと、当該延長ポールの上部に設けられた上部ハンドル部とを有する遠隔
操作ハンドルをさらに備えている請求項５～７のいずれか１項に記載の草取り機。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、駆動機構の動力を用いて雑草等を効率よく引き抜くことができる草取り機に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　家庭の庭に生えた雑草等を容易に除去するために使用されるハンディタイプの草取り機
として、従来、前端が土中に押入可能な刃部を有する草取り片と、この草取り片を駆動す
る駆動手段とを備え、前記駆動手段により刃部を駆動して、その前端を前後、又は前後左
右に揺動変位させることにより、刃部の前端を土中に押し入れて、前後又は前後左右に揺
動する刃部によって、雑草の根を切断するものが提案されている（例えば、特許文献１参
照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１６８９３４号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述の構成を有する従来の草取り機では、略フォーク状に前方へ延びる扁平な形状を有
する刃部を土中に挿入した状態で、前記駆動手段を作動させて刃部の前端を前後、又は前
後左右に揺動変位させることにより、雑草の根を自動的に切断することができる。しかし
、基本的には、土中において草の根を切断するものであり、土がほとんど掘り起こされな
いので、目視にて根の切断が適正になされたか否かの確認ができず、また根を切断した雑
草を除去するには、前記刃部をスコップのように持ち上げて草と土を掘り起こす必要があ
り、この作業が大変煩雑であった。また、土中において刃部を左右方向へ移動させる場合
には、草取り機の駆動系に対する負荷が大きくなるので、モータとして高出力のものを用
いたり、モータの回転運動を刃部の前後左右への揺動に変換する変換機構として高強度の
ものを用いるたりする必要があり、草取り機の製作コストが高くなるという問題がある。
【０００５】
　また、ヨモギやタンポポ等の長い地下茎又は直根を有する雑草では、前記草取り機の刃
部によって地下茎等が途中で切断されることが避けられず、その上部を除去することがで
きても、地中に深く伸びる地下茎等の下部を引き抜くことはできなかった。このため、残
された地下茎又は直根から再び芽が出ることが避けらないという問題があった。
【０００６】
　本発明の目的は、雑草が長い地下茎又は直根を有する場合であっても、これを軽い力で
容易かつ効果的に引き抜くことができる草取り機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る草取り機は、地面に突き刺し可能な突き刺し刃を有する草取り工具と、前
記草取り工具を前後方向に往復動させるように駆動する駆動機構を有する草取り機本体と
を備え、前記草取り工具が、前記草取り機本体から前方側に延びる柄部を有し、前記突き
刺し刃が当該柄部の前端から下方に向けて突設されたものである。
【０００８】
　この構成によれば、草取り工具の突き刺し刃により、雑草とともに土壌を草取り機本体
側に引き寄せる方向の力を連続的に作用させることができるため、草取り機の刃部によっ
て地下茎等が途中で切断されるのを効果的に抑制するとともに、土壌を掘り起こしながら
、地中に深く伸びる地下茎等の下部を効率よく引き抜くことができる。しかも、回転刃を
用いた一般的な草刈り機（刈払機）を使用した場合のように、小石や砂利等が弾き飛ばさ
れることがなく、砂利混じりの土壌においても安全に使用可能であるとともに、除草剤を
使用した場合のように土壌が汚染されることがなく、環境保全の面でも優れている。
【０００９】
　また、前記草取り工具の柄部と、前記突き刺し刃とのなす角度が、３０°～９０°の範
囲内の鋭角に設定されていることが好ましい。
【００１０】
　この構成によれば、土中の地下茎等が途中で切断されるのを効果的に抑制しつつ、軽い
力で前記草取り機を操作できるという利点がある。
【００１１】
　また、前記駆動機構は、前記草取り工具の柄部が着脱可能に取り付けられる固定部を有
しているものであってもよい。
【００１２】
　この構成によれば、必要に応じて草取り機本体から草取り工具を取り外して、その修理
及び交換等を容易に行うことができる。また、予め取り揃えた各種の草取り工具から、作
業場に適したものを選択して容易に取り換えることができる。
【００１３】
　また、前記草取り機本体は、本体ケースと、その上部に設けられた操作ハンドルとを有
していることが望ましい。
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【００１４】
　この構成によれば、地面から離れた位置にある操作ハンドルを作業者が把持することに
より、安全かつ楽な姿勢で草取り作業を効率よく行うことができるとともに、前記本体ケ
ース内に重量物である駆動機構等を収容して草取り機の重心をその下方に位置させること
により、前記突き刺し刃を地面に突き刺す操作を容易に行うことができるという利点があ
る。
【００１５】
　また、操作ハンドルは、前記本体ケースの前部上面から上方側に延びる起立部と、当該
起立部の上端から湾曲しつつ後部下方側に延びる円弧状部とを有していることが望ましい
。
【００１６】
　この構成によれば、作業者の体格または作業場の環境等に応じて円弧状部に対する把持
位置を変化させることで草取り機本体の姿勢を容易に変えることができるという利点があ
る
【００１７】
　さらに、前記操作ハンドルは、前記起立部の上端から前方側に延びる補助グリップを有
している構成としてもよい。
【００１８】
　この構成によれば、操作ハンドルの本体部と補助グリップとの両方を把持することで、
より安定した作業姿勢を維持できるという利点がある。また、補助グリップを引き寄せる
ことで、土壌を容易に掘り起こすことができる。
【００１９】
　前記駆動機構は、電動モータと、当該電動モータに駆動電力を供給する電池とを有し、
前記操作ハンドルの起立部内に前記電池が配設されていることが望ましい。
【００２０】
　この構成によれば、重量物である電池を前記円弧状部の前方側に位置させて、草取り機
本体を容易に前下がり状態とすることにより、前記草取り工具の突き刺し刃を土壌に突き
刺す操作等を軽い力で容易に行うことができる。
【００２１】
　本発明に係る草取り機は、前記操作ハンドルの円弧状部を着脱可能に抱持する抱持部と
、当該抱持部から上方側に延びる延長ポールと、当該延長ポールの上部に設けられた上方
ハンドル部とを有する遠隔操作ハンドルをさらに備えている。
【００２２】
　この構成によれば、作業者が立ったまま上方ハンドル部を把持して、草取り作業を楽な
姿勢で容易に行うことができる。また、遠隔操作ハンドルの抱持部による前記円弧状部の
抱持状態を解除し、この円弧状部に沿って抱持部を前後に移動させることにより、作業者
の体格や作業場所の地形等に応じて遠隔操作ハンドルの設置角度を容易に変更することが
できる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明に係る草取り機によれば、雑草が長い地下茎又は直根を有する場合であっても、
これを軽い力で容易かつ効果的に引き抜くことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第一実施形態に係る草取り機の全体構造を示す斜視図である。
【図２】草取り機の内部構造を示す断面図である。
【図３】草取り工具の形状を示す斜視図である。
【図４】草取り機の使用状態を示す説明図である。
【図５】草取り工具の変形例を示す斜視図である。
【図６】本発明の第二実施形態に係る草取り機の全体構造を示す側面図である。
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【図７】遠隔操作ハンドルの取付位置を変化させた状態を示す側面図である。
【図８】遠隔操作ハンドルの抱持部の具体的構成を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。なお、各図において
同一の符号を付した構成は、同一の構成であることを示し、その説明を省略する。
（第一実施形態）
【００２６】
　図１は、本発明の第一実施形態に係る草取り機１の全体構造を示す斜視図、図２は、草
取り機１の内部構造を示す断面図、図３は、草取り工具２の形状を示す斜視図、図４は、
草取り機１の使用状態を示す説明図、図５は、草取り工具２の変形例を示す斜視図である
。
【００２７】
　草取り機１は、図１及び図２に示すように、地面に突き刺し可能な突き刺し刃６を有す
る草取り工具２と、この草取り工具２を前後方向に往復動させるように駆動する駆動機構
３を有する草取り機本体４とを備えている。
【００２８】
　草取り工具２は、図３に示すように、所定の強度を有する鋼板材等からなり、前後方向
に延びる所定幅の平板状に形成された柄部５と、この柄部５の前端から下方に向けて突設
された突き刺し刃６とを有し、前記柄部５と突き刺し刃６とは、側面視で円弧状に湾曲し
た連結部７により連結されている。
【００２９】
　柄部５の幅方向中央部には、上向きに膨出した補強用の膨出部８が前後方向に延びるよ
うに形成され、かつ柄部５の基端部には、後述する草取り機本体４の固定部２５に着脱可
能に取り付けられる取付部９が設けられている。この取付部９には、駆動機構３の固定部
２５に突設された拘束ピン２６に外嵌される挿通孔１１と、固定ボルト２７及び押え板２
８により固定部２５に係止される係止部１２とが設けられている。
【００３０】
　また、草取り工具２は、先端が鋭利に尖った多数枚、第一実施形態では１１枚の突き刺
し刃６を有し、これらの突き刺し刃６が正面視で下拡がり形状に配列されている（図１参
照）。また、側面視で柄部５と突き刺し刃６とのなす角度θ（図２参照）は、３０°～９
０°程度の鋭角に設定されている。この角度θのより好ましい範囲は、３５°～５５°で
ある。
【００３１】
　前記駆動機構３は、回転駆動軸を有する電動モータ１４と、その回転速度を減速する減
速機構１５と、その回転運動を前後方向の往復運動に変換する動力変換部１６と、電動モ
ータ１４に駆動電力を供給する、外部電源に接続される電源コード３８とを備えている。
駆動機構３の主要部である電動モータ１４、減速機構１５及び動力変換部１６は、図２に
示すように、草取り機本体４の本体ケース１８内に収容されている。ただし、電源コード
３８に代えて二次電池からなる電池１７を設け、外部電源により電池１７を充電可能に構
成することもできる。
【００３２】
　駆動機構３の動力変換部１６は、電動モータ１４から減速機構１５を介して伝達された
駆動力に応じて回動される回転軸２１と、この回転軸２１と一体に回転する、回転軸２１
の軸心に対して角度をつけて設けた楕円環状のカム部材２２と、このカム部材２２により
駆動されて前後方向に往復動する摺動板２３とを有している。ただし、動力変換部１６と
しては、電動モータ１４の回転運動を摺動板２３の往復直線運動に変換し得る構成のもの
であれば、上述した以外の任意の構成の動力変換部、例えばクランク機構などを用いた動
力変換部を採用することも可能である。
【００３３】
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　摺動板２３は、本体ケース１８に回動不能かつ前後方向に摺動可能に支持されている。
また、摺動板２３には、カム部材２２の前後両面に当接する一対のカムフォロア２４，２
４が設けられている。このカムフォロア２４，２４が、カム部材２２の回転に伴って図２
の実線で示す後方位置から、前方側に押動されることにより、前記摺動板２３が、図２の
実線で示す後方位置と図２の仮想線で示す前方位置との間を、往復駆動されるように構成
されている。
【００３４】
　摺動板２３の前端部には固定部２５が設けられ、この固定部２５は本体ケース１８の前
部下方に設けられた取付スペース１９内に突出状に配設され、取付スペース１９内におい
て固定部２５には草取り工具２の取付部９が着脱可能に取り付けられている。この固定部
２５には、草取り工具２の基端部に設けられた挿通孔１１に挿入される拘束ピン２６と、
六角穴付きボルト等からなる固定ボルト２７が螺着されるねじ穴とが設けられている。
【００３５】
　そして、草取り工具２の挿通孔１１を拘束ピン２６に外嵌するとともに、その下方に押
え板２８を配設した状態で、固定ボルト２７を固定部２５のねじ穴に螺着することにより
、草取り工具２の取付部９が摺動板２３の固定部２５に対して着脱可能に固定される。こ
のようにして草取り工具２の取付部９を摺動板２３の固定部２５に取り付けた状態で、前
記電動モータ１４を作動させると、草取り工具２が所定速度で前後移動するように構成さ
れている。
【００３６】
　草取り工具２の前後移動の速度は、特に限定されないが、速すぎると草取り作業時の作
動抵抗が大きくなり、遅すぎると作業効率が悪くなるため、例えば１分間当たりに２００
０回～５０００回程度の往復移動とすることが望ましい。また、草取り工具２の前後方向
の移動距離Ｌも、特に限定されないが、長すぎると草取り作業時の作動抵抗が大きくなり
、短すぎると作業効率が悪くなるため、５ｍｍ～２０ｍｍの範囲内で、例えば１０ｍｍ程
度とすることが好ましい。
【００３７】
　前記本体ケース１８の上部には、使用者により把持される操作ハンドル３１が設けられ
ている。この操作ハンドル３１は、本体ケース１８の前部上面から上方側に延びる起立部
３２と、この起立部３２の上端から湾曲しつつ後部下方側に延びる円弧状部３３と、起立
部３２の上端から前方側に延びる補助グリップ３４とを有している。
【００３８】
　操作ハンドル３１の起立部３２は、上端ほど後方に位置するように傾斜した筒状体から
なる。なお、電池１７を設ける場合には、起立部３２内に電池１７を配置させることにな
る。なお、起立部３２を必ずしも上述のように傾斜させる必要はなく、本体ケース１８の
上面から真っ直ぐに上方側へ突設してもよく、あるいは逆に上端ほど前方に位置するよう
に傾斜させた構造としてもよい。
【００３９】
　操作ハンドル３１の円弧状部３３は、前記起立部３２の上端から所定の曲率で湾曲しつ
つ後部下方側に延びるように形成され、その後端部が本体ケース１８の後部上面に一体に
接続されている。また、円弧状部３３は、その断面が例えば六角形状に形成された筒状体
からなり、その前部上面には、電動モータ１４の操作スイッチ３５と、押し操作しながら
操作スイッチ３５をオン操作すると、操作スイッチ３５をオン状態に保持し、再度押し操
作すると、操作スイッチ３５をオフ状態に復帰させる周知の構成の安全ロックスイッチ３
６とが配設されている。
【００４０】
　操作ハンドル３１の補助グリップ３４は、図１に示すように、平面視で左右に突出した
突出部３７，３７を有している。使用者が、例えば利き手で操作ハンドル３１の円弧状部
３３を把持した場合に、他方の手で前記補助グリップ３４を把持する等により、草取り機
１を両手で操作し得るように構成されている（図４参照）。
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【００４１】
　さらに、本体ケース１８の後端部には、電動モータ１４に駆動電力を供給する電源コー
ド３８が設けられている。
【００４２】
　上述の構成を有する草取り機１を使用するには、電源コード３８を図外の延長コードに
より外部のＡＣ電源に接続した状態で、図４に示すように、草取り工具２の突き刺し刃６
を、除去しようとする雑草Ｋよりも前方側の地面に突き刺す。
【００４３】
　そして、操作スイッチ３５をオン操作して、駆動機構３の電動モータ１４を作動させる
ことにより、前記摺動板２３から草取り工具２に伝達された駆動力に応じて、土中の突き
刺し刃６を所定速度で前後方向に往復動させつつ、操作ハンドル３１の円弧状部３３及び
補助グリップ３４を把持した状態で、草取り機１を後方側に徐々に移動させる。この結果
、突き刺し刃６により土壌が連続的に掘り起こされるとともに、雑草Ｋが順次引き抜かれ
ることになる。
【００４４】
　上述のように本発明に係る草取り機１は、地面に突き刺し可能な突き刺し刃６を有する
草取り工具２と、草取り工具２を前後方向に往復動させるように駆動する駆動機構３を有
する草取り機本体４とを備え、草取り工具２が、草取り機本体４から前方側に延びる柄部
５を有し、突き刺し刃６が柄部５の前端から下方に向けて突設された構成としたため、草
取り工具２の突き刺し刃６を地面に突き刺して駆動機構３を作動させるだけで、土壌を連
続的に掘り起こして、雑草Ｋ等を効率よく引き抜くことができるという利点がある。
【００４５】
　すなわち、草取り工具２の突き刺し刃６を、駆動機構３により駆動される柄部５の前端
から下方に向けて突設させたため、雑草Ｋとともに土壌を草取り機本体４側に引き寄せる
方向の力を連続的に作用させることができる。したがって、特許文献１に示される従来技
術のように草取り機の刃部によって地下茎等が途中で切断されるのを効果的に抑制し、地
中に深く伸びる地下茎等の下部を効率よく引き抜くことができる。
【００４６】
　また、回転刃を用いた一般的な草刈り機（刈払機）を使用した場合のように、小石や砂
利等が弾き飛ばされることがないため、砂利混じりの土壌においても安全に使用可能であ
る。さらに、除草剤を使用した場合のように土壌が汚染されることがないため、環境保全
の面でも優れている。
【００４７】
　第一実施形態に係る草取り機１では、草取り工具２の柄部５と、突き刺し刃６とのなす
角度θを、３０°～９０°の範囲内の鋭角に設定したため、土中の地下茎等が途中で切断
されるのを効果的に抑制しつつ、軽い力で前記草取り機１を操作できるという利点がある
。例えば、草取り工具２の柄部５と突き刺し刃６とのなす角度θが３０°未満になると、
雑草Ｋの地下茎又は直根等がせん断され易く、地中に深く伸びる地下茎等の下部を効率よ
く引き抜くことができないため、前記角度θを３０°以上に設定することが望ましい。
【００４８】
　一方、前記角度θが９０°よりも大きくなると、草取り作業時の作動抵抗が大きくなっ
て、作業効率が悪くなる傾向があるため、前記角度θを９０°以下に設定することが望ま
しい。なお、前記草取り工具２の柄部５と突き刺し刃６とのなす角度θのより好ましい範
囲は、３５°～５５°である。
【００４９】
　また、第一実施形態では、草取り工具２の柄部５が着脱可能に取り付けられる固定部２
５を駆動機構３、具体的には動力変換部１６の摺動板２３に設けたため、必要に応じて草
取り機本体４から草取り工具２を取り外して、その修理及び交換等を容易に行うことがで
きる。
【００５０】
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　なお、上述の第一実施形態では、先端が鋭利に尖った多数枚（１１枚）の突き刺し刃６
を有する草取り工具２を用いた例について説明したが、これに限られず、図５（ａ）～（
ｄ）に示すような各種の草取り工具２ａ～２ｄを使用可能である。
【００５１】
　草取り工具２ａは、草取り工具２に比べて少な枚数、例えば５枚の突き刺し刃６ａを有
するものであり、これを地面に突き刺す際の抵抗が小さいため、地盤が固い場合、または
地中に深く突き刺し刃６ａを刺し込む場合等に有利である。また、草取り工具２ｂは、一
枚の突き刺し刃６ｂが左右方向に大きく延びるように形成されたものであって、比較的に
軟らかい土壌に多数の草が密集して生えている場合等に適している。
【００５２】
　一方、草取り工具２ｃは、数枚の突き刺し刃６ｃが前後方向に配列されて鋸刃状に形成
されたものであって、細い溝部に生えた雑草を除去したり、塀や壁に沿って生えた雑草を
除去したりする場合等に便利に使用される。さらに、草取り工具２ｄは、ワイヤブラシ状
の突き刺し刃６ｄを有するものであり、草取り用以外にも、幹に生えたコケ等を除去する
際等に使用可能である。
【００５３】
　図３に示す草取り工具２に加え、図５に示すような各種の草取り工具２ａ～２ｄを予め
取り揃え、必要に応じて特定の草取り工具を選択して使用するように構成することが望ま
しい。特に、第一実施形態に示すように、固定ボルト２７及び押え板２８を備えた固定部
２５に、草取り工具２の柄部５を着脱可能に取り付けるように構成した場合には、用途に
応じた工具の取り換え作業を容易行うことができる。なお、前記固定ボルト２７及び押え
板２８を備えた固定部２５に代え、電気ドリルのようなチャック式の固定部を草取り機本
体４の駆動機構３に設けた構造としてもよい。
【００５４】
　第一実施形態では、草取り機本体４が本体ケース１８と、その上部に設けられた操作ハ
ンドル３１を備えた構造としたため、地面から離れた位置に配置される操作ハンドル３１
を作業者が把持することにより、安全かつ楽な姿勢で草取り作業を効率よく行うことがで
きる。しかも、前記本体ケース１８内に重量物である駆動機構３の要部を収容して、草取
り機１の重心をその下方に位置させることにより、前記突き刺し刃６を地面に突き刺す操
作を容易に行うことができるという利点がある。
【００５５】
　また、操作ハンドル３１に、本体ケース１８の前部上面から上方側に延びる起立部３２
と、この起立部３２の上端から湾曲しつつ後部下方側に延びる円弧状部３３とを設けた構
造とした場合には、作業者の体格または作業場の環境等に応じて円弧状部３３の把持位置
を変化させることで草取り機本体４の姿勢を容易に変えることが可能である。
【００５６】
　例えば、前記円弧状部３３の後部を把持して草取り機本体４の後端側を持ち上げるよう
にすれば、草取り機本体４の重心を把持位置よりも前方に位置させることにより、草取り
機本体４の自重を利用してその姿勢を自然に前下がり状態とすることができる。一方、草
取り機本体４を水平に近い姿勢で使用する場合には、円弧状部３３の前方側に移動させて
前後のバランスを図ることにより安定した作業姿勢を維持することが可能である。
【００５７】
　さらに、操作ハンドル３１に、起立部３２の上端から前方側に延びる補助グリップ３４
を設けた構成とした場合には、この補助グリップ３４と、操作ハンドル３１の本体部、つ
まり前記円弧状部３３との両方を把持することで、より安定した作業姿勢を維持できると
いう利点がある。
【００５８】
　また、上述のように、電源コード３８に代えて、電池１７を操作ハンドル３１の起立部
３２内に配設する場合には、重量物である前記電池１７を前記円弧状部３３の前方側に位
置させて、草取り機本体４を容易に前下がり状態とすることにより、前記草取り工具２の
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突き刺し刃６を土壌に突き刺す操作を軽い力で容易に行うことができる。なお、前記電池
１７として非充電式のものを用いてもよいことは勿論である。
（第二実施形態）
【００５９】
　図６は、本発明の第二実施形態に係る草取り機１０の全体構造を示す側面図、図７は、
遠隔操作ハンドル４０の取付位置を変化させた状態を示す側面図、図８は、遠隔操作ハン
ドル４０の抱持部４１の具体的構成を示す斜視図である。
【００６０】
　第二実施形態に係る草取り機１０は、草取り機本体４の操作ハンドル３１の円弧状部３
３を着脱可能に抱持する上側部材４２及び下側部材４３からなる抱持部４１と、当該抱持
部４１の上側部材４２から上方へ延びる筒部４２ａに内嵌されて上方側に延びる延長ポー
ル４４と、この延長ポール４４の上部に取り付けられた上方ハンドル部４５とを有する遠
隔操作ハンドル４０を備えている点で、第一実施形態に係る草取り機１と異なっている。
【００６１】
　遠隔操作ハンドル４０の抱持部４１を構成する上側部材４２及び下側部材４３は、その
内周面が、図８に示すように、六角形状に形成された円弧状部３３の外周面に対応した断
面形状を有しているとともに、図６及び図７に示すように、操作ハンドル３１の円弧状部
３３に対応した曲率で湾曲した側面視形状を有している。
【００６２】
　また、下側部材４３の前端部には、突部５０が突設されている。この突部５０は、遠隔
操作ハンドル４０の抱持部４１を、操作ハンドル３１の円弧状部３３に沿って前方側に移
動させた場合に（図７参照）、操作ハンドル３１の起立部３２の上端部の後端面に当接し
て、その前方移動が規制されることにより、操作ハンドル３１の前部上面に設けられた安
全ロックスイッチ３６に前記上側部材４２の前端が干渉するのを防止するためのものであ
る。
【００６３】
　そして、抱持部４１の一側辺部には、上側部材４２と下側部材４３とを揺動可能に連結
するヒンジ軸４６が設けられている。上側部材４２の他側辺部には、係合溝部４９ａを有
する上部連結部４９が設けられ、下側部材４３の他側辺部には、係合溝部４９ａに着脱可
能に係合する締結部材４７を備えた下部連結部４８が設けられている。そして、操作ハン
ドル３１の円弧状部３３に遠隔操作ハンドル４０を固定する際には、図８に示すように、
上側部材４２の内側に円弧状部３３の上半部を嵌合させた後、ヒンジ軸４６を中心に下側
部材４３を回動させて、下側部材４３の内側に円弧状部３３の下半部を嵌合させ、この状
態で締結部材４７を係合溝部４９ａに係合させて、締結部材４７を締結することで、上側
部材４２と下側部材４３間に円弧状部３３を固定することになる。
【００６４】
　上方ハンドル部４５は、延長ポール４４の上部にスライド可能に外嵌された筒状部５１
と、その上端から前部下方側に延びる円弧状部５２と、筒状部５１の下端に突設された補
助グリップ５３と、延長ポール４４にねじ止めされる固定ねじ５４とを有している。延長
ポール４４には、固定ねじ５４が螺着されるねじ穴５５が三個所に形成され、このねじ穴
５５に対する固定ねじ５４の螺着個所を選択することで、上方ハンドル部４５の設置高さ
が変更可能になっている。
【００６５】
　このように本発明の第二実施形態に係る草取り機１０は、草取り機本体４に設けられた
操作ハンドル３１の円弧状部３３を着脱可能に抱持する抱持部４１と、抱持部４１の上端
から上方側に延びる延長ポール４４と、この延長ポール４４の上部に設けられた上方ハン
ドル部４５とを有する遠隔操作ハンドルを備えているため、地面にしゃがみ込んで草取り
作業を行う必要はなく、立ったまま上方ハンドル部４５を把持して、草取り作業を楽な姿
勢で容易に行うことができる。
【００６６】
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　しかも、遠隔操作ハンドル４０の抱持部４１による円弧状部３３の抱持状態を解除し、
この円弧状部３３に沿って抱持部４１を前後に移動させることにより、遠隔操作ハンドル
４０の傾斜角度を図６に示すように、比較的に寝かせた状態から、図７に示すように、よ
り起立状態に近い状態に変化させることができる。したがって、作業者の体格や作業場所
の地形等に応じて遠隔操作ハンドル４０の設置角度を容易に変更することができる。
【００６７】
　なお、前記操作ハンドル３１の円弧状部３３及び遠隔操作ハンドル４０の抱持部４１の
断面形状は、六角形に限られず、真円形に形成してもよい。しかし、前記円弧状部３３及
び抱持部４１の断面形状を真円形とした場合には、抱持部４１により円弧状部３３を抱持
した状態で、遠隔操作ハンドル４０の左右方向に過大な外力が作用すると、前記抱持状態
が不安定になり、遠隔操作ハンドル４０が回転し易いため、前記断面形状を、六角形、正
方形又は楕円形等の非真円形とすることが好ましい。
【００６８】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は前述した実施形態に何ら限定さ
れるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲においてその構成を変更し得ることは
勿論である。
【００６９】
　例えば、上述の実施形態では、草取り工具２の柄部５を水平方向に延びるように設置し
、その後端に設けられた取付部９を、摺動板２３の固定部２５に対して下方から固定する
ようにしているが、草取り工具２の後部を鉛直方向に延びるように設置し、これを固定部
の側面に着脱可能に固定するようにしてもよい。この場合、柄部の中間部を９０°にねじ
ったねじり部を設けることにより、柄部の前方部を水平方向に延びるように設置し、その
前端から下方に向けて突き刺し刃を突設した構成とする。
【符号の説明】
【００７０】
１，１０　草取り機
２，２ａ～２ｄ　草取り工具
３　駆動機構
４　草取り機本体
５　柄部
６，６ａ～６ｄ　突き刺し刃
１４　電動モータ
１６　動力変換部
１７　電池
１８　本体ケース
２５　固定部
３１　操作ハンドル
３２　起立部
３３　円弧状部
３４　補助グリップ
４０　遠隔操作ハンドル
４１　抱持部
４４　延長ポール
４５　上方ハンドル部
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